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平成２６年度 第１回市民参加及び協働推進委員会会議録 

 

○日 時   平成２６年５月２０日（火） 午後７時００分～８時２０分 

 

○場 所   市役所２階 市長公室 

 

○出席者  

・委 員    岩田 仁委員長、高橋 さかえ副委員長、有賀 輝彦委員、 

        五十嵐 洋太委員、高橋 良江委員、野崎 義文委員、 

        三木 ともね委員、 

・事務局    協働推進課：谷口課長、寳田副課長、水口主査 

 

○欠席者 

・委 員   遠藤 義輝委員、吉田 紀子委員、吉原 智博委員 

 

○傍聴者なし 

 

内  容 

 

１．開  会 

     

２．委員長あいさつ   

 

３. 事務局職員（異動によるあいさつ） 

 

４. 委員自己紹介 

   

５．議  題 

（１）報告事項 

 ①平成２５年度審議会等の開催状況及びパブリックコメントの実施状況について 

  資料に基づき事務局から説明。（資料１、１-②、１-③） 

 

 ②平成２６年度審議会等の公募委員及びパブリックコメントの募集予定について 

  資料に基づき事務局から説明。（資料２） 

 

  

 委 員：会議日程の公表日が、若干、昨年度より短くなってしまったのはなぜか。 

 事務局：審議会等運営マニュアルでは、会議開催の７日前までには公表することと

しており、長期のものでは２か月以上前から公表している。１件ごとに確
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認すると、会議の日程が密着しているため公表期間が７日となったり、会

議前日に公表しているものが何件かあるため、そのことが平均値を下げて

いると思われる。 

 委 員：公表している期間が長ければ市民の目に入ることが多くなり、傍聴の準備

もできる。また、会議録の公表まで長らく「作成中」となっているところ

は、次の会議の傍聴者のために速やかに公表してほしい。 

 事務局：会議録については、長期間「作成中」の場合、次の会議までには公表する

ように、個別に指導はしているが、公表期間については、さらに配慮して

いきたい。 

 委員長：傍聴者が増えたことはよいことであり、審議会を始め、市政に興味を持っ

てもらうことが重要である。例えば、私は８０歳で２０本の歯を目指して

いるため、歯と口腔の生涯健康づくり条例に興味があり、今後の市の動き

や、どんな事業を行ってくれるのかに期待している。 

      

 （２）協議事項 

  ①今期のスケジュールと協議内容について（資料３） 

 事務局:今期については、５回を予定している。昨年度は、自治基本条例の見直しに

ついて協議検討を行い、提言書を市長へ提出した。庁内委員会においても

協議し報告書を提出した。それらを受け、市としては条例の修正は行わな

いという結論にはなったものの、委員会において運用に関する意見をいた

だいたため、今年度は、その意見にそった自治基本条例の解説書の修正を

進めてまいりたい。また、例年の調査報告は随時行う。  

     ⇒委員同意。 

  ②自治基本条例の解説修正について（資料４） 

 事務局：本日は、１章・２章の協議をお願いしたい。 

     提言書に解説修正案が対応しているかご意見をいただきたい。 

○第１章 第２条（定義） 

提言①「市民について」の解説修正案 

 委 員：1 人は個人だが、２人からの複数人は団体と思える。団体とは何人からを

指すのか決めなくてもよいか。 

 事務局：その状況によって団体の形態は異なるので、応用が利くようにあえて文章

に入れる必要はないと考える。 

提言②「子どもにおける自治基本条例の学習について」の解説修正案  

事務局：この修正案は、第７条 市民の責務の解説に加筆したい。 

⇒委員同意。 

提言③「外国人の市民参加・協働について」の解説修正案 

 事務局：この修正案は、第３条の情報の共有の解説に加筆したい。 

     ⇒委員同意。 

  ○第２章 第３条（情報の共有） 

 提言①「情報共有について」の解説修正案  
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     ⇒委員同意 

 提言②「障がい者へ情報提供する際に必要な配慮」の解説修正案 

     ⇒委員同意 

 事務局：第２条③の解説修正案は、情報提供と情報発信の運用のことなので、第３

条の解説修正にしたほうが、文章がなじむと感じるがいかがか。 

     ⇒委員同意 

 委員長：全体の意見があれば発言をお願いしたい。 

 委 員：解説修正案には行政はもちろん、市民への働きかけも加筆してあるが、今

後どのように進めていくのか。 

 事務局：市ＨＰと広報も一つの方法であるが、フェイスブックやツイッターの利用

も可能となるので、効果的な方法を考えていきたい。 

 委員長：市広報は大変読みやすくなった。また、私の所属している団体で人員募集

を掲載したところ、複数の応募があったので、市民はしっかり見ているの

だなと感じた。 

 委 員：同じく、最近の広報誌は市の情報が幅広く掲載されて、興味が湧いた。 

 委 員：キラリふじみのパンフレットは、文字が多く読書するような感じがある。

また、黒が基調で文字が見えづらい。高級感はあるが、表を使うなど一目

でわかりやすく表せるとよい。 

       

（４）次回の会議日程について 

   第２回 推進委員会 ７月２３日（水）午後７時～ 

 

６.閉  会  高橋さかえ副委員長 

 

 


